
同
志
社
の
学
術
・
文
化
刊
行
物

1
、
、
』

「
主
流
」
の
創
刊
は
昭
和
十
一
年
(
一
九
一
壬
ハ
)
に
さ

か
の
ぽ
る
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
て
帰
学

し
九
上
野
直
蔵
現
同
志
社
総
長
。
以
下
敬
称
略
)
は
、

英
文
学
科
の
主
軸
と
し
て
鋭
意
そ
の
充
実
を
計
る
。

「
主
流
」
は
そ
の
時
組
織
さ
れ
た
同
志
社
英
文
学
会
の

機
関
誌
で
、
英
文
学
科
ス
タ
ッ
フ
、
お
よ
び
卒
業

生
在
学
生
の
発
表
活
動
の
中
核
を
形
成
す
る
刊
行

物
で
あ
っ
た
。
創
刊
号
の
編
集
後
記
は
、
「
し
っ
か

り
と
伝
統
と
現
実
生
活
の
上
に
、
正
し
い
批
判
と
実

験
に
武
装
し
て
、
過
渡
期
の
文
学
に
方
向
を
与
え
る

主
流
九
ら
ん
と
す
る
こ
と
」
に
こ
の
雑
誌
の
使
命
を

見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

籾
期
の
「
主
流
」
を
通
観
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、

い
か
に
も
若
々
し
い
活
気
が
横
溢
し
て
い
て
さ
わ
や

か
だ
。
内
容
は
、
舟
橋
雄
、
園
頼
三
ら
大
家
の
評
論
、

上
野
直
蔵
、
岡
橋
祐
、
高
橋
源
次
、
児
玉
実
用
、
太

田
藤
一
郎
、
木
村
俊
夫
な
ど
の
中
堅
、
少
壮
の
手
に

な
る
気
鋭
の
論
文
、
さ
ら
に
は
在
学
生
の
創
作
、
翻

訳
な
ど
、
筆
者
、
内
容
と
も
に
多
彩
を
き
わ
め
て
い

ろ
。
純
粋
な
学
術
雑
誌
と
い
う
よ
り
は
、
い
い
意
味

で
の
文
芸
雑
誌
と
い
っ
九
色
あ
い
が
濃
く
、
同
志
社

の
英
文
科
に
も
こ
ん
な
時
代
が
あ
っ
九
の
か
、
と
今

の
私
な
ど
は
あ
る
種
の
う
ら
や
ま
し
さ
と
あ
こ
が
れ

の
よ
う
な
想
い
を
禁
じ
え
な
い
。
第
二
次
大
戦
へ
と

刻
雪
崩
れ
込
ん
で
ゆ
く
時
代
の
、
ま
さ
に
そ
の

刻大
戦
前
夜
の
緊
迫
の
中
で
、
文
学
を
志
す
者
た
ち
が

み
せ
た
し
九
た
か
な
気
概
が
、
「
主
流
」
と
い
う
雑
誌

自
体
に
豊
か
な
ロ
マ
ン
の
香
り
を
漂
わ
せ
て
、
独
特

の
文
学
的
雰
囲
気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
や
が
て
昭
和
十
九
年
六
月
、
戦
争
激
化
の
九

め
、
第
十
号
を
も
っ
て
刊
行
中
止
の
や
む
な
き
に
い

九
る
そ
の
挫
折
は
痛
ま
し
い
。

「
主
流
」
の
復
刊
第
言
方
(
通
巻
士
邑
は
、
昭
和
二

十
四
年
(
一
九
四
九
)
八
月
に
刊
行
さ
れ
九
。
復
刊
第

言
方
を
飾
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
同
志
社
の
教
壇
に

立
っ
て
い
た
矢
野
峰
人
の
エ
ッ
セ
イ
「
去
年
の
雪
」

を
巻
頭
に
、
上
野
、
木
村
ら
の
論
文
四
篇
と
創
作
二

篇
で
あ
る
が
、
編
集
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
紙
面
の

制
約
上
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
原
稿
数
篇
の
あ

つ
九
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

よ
み
が
丸

四
年
間
の
空
白
の
後
に
再
び
建
っ
た
文
学
を
す
る
自

由
と
よ
ろ
こ
び
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
う
っ
積
し
て
い

た
研
究
欲
、
創
作
欲
が
一
挙
に
沸
騰
し
、
こ
の
雑
誌
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に
殺
到
し
た
様
子
が
伺
え
る
。
以
後
「
主
流
」
は
、

再
び
伺
志
社
英
文
学
会
の
学
灯
の
中
心
と
し
て
、
現

在
ま
で
そ
の
輝
か
し
い
明
り
を
と
も
し
続
け
て

〕し

る
0

戦
後
の
復
刊
「
主
流
」
の
特
色
は
、
な
に
よ
り
も

年
を
追
っ
て
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
同
志
社
英
文
科
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
風
が
、
号
を
重
ね
る
ど
と
に
、
色

濃
く
誌
面
に
に
じ
み
出
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
英
文
学
科
の
研
究
・
教
授
陣
の
充
実
と
相
ま
っ

て
、
「
主
流
」
の
母
体
で
あ
る
同
志
社
英
文
学
会
の
山

0
ろ

容
は
、
そ
の
豊
か
な
裾
野
を
拡
げ
て
ゆ
く
。
特
に
執

筆
者
に
は
少
壮
気
鋭
の
研
究
者
が
多
く
、
い
わ
ぱ
、

「
主
流
」
は
、
彼
ら
の
学
界
へ
の
登
龍
門
的
な
役
割
り

を
呆
た
し
、
こ
れ
ら
新
進
気
鋭
の
論
文
に
は
、
日
本

の
英
米
文
学
界
に
大
き
な
反
縛
を
呼
ん
だ
秀
作
や
問

題
作
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
戦
前
の
「
主
流
」
は

ど
ち
ら
か
と
'
え
ぱ
文
学
主
体
に
偏
し
九
き
ら
い
が

あ
っ
九
が
、
戦
後
の
「
主
流
」
に
は
、
文
学
の
み
な

ら
ず
、
語
学
系
の
研
究
業
績
も
数
多
く
見
ら
れ
る
よ

、
つ
に
な
る
。

一
九
六
0
年
代
に
入
る
と
、
研
究
・
執
筆
陣
の
厨

の
厚
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

よ
る
特
集
や
、
個
性
的
な
企
画
の
編
集
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
二
十
三
号
(
一
九
六
一
)
の
「
ホ
ー
ソ

ン
『
緋
文
字
』
研
究
特
集
」
、
二
十
五
号
(
一
九
六
四
)

の
「
則
.
冨
.
司
0
誘
一
ゆ
"
一
、
、
会
令
伽
価
N
O
 
~
ミ
"
.
令
研

究
特
集
」
、
二
十
六
号
(
一
九
六
四
)
の
「
一
昔
伽
ミ
m
牙
m

特
集
」
、
二
十
九
号
(
一
九
六
七
)
の
「
十
九
世
紀
英

米
小
説
研
究
特
集
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

二
十
一
、
二
士
二
、
二
十
四
、
二
十
六
号
の
各
号
に

掲
載
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
講
義
」

と
題
す
る
ア
メ
リ
カ
の
主
要
大
学
の
講
座
内
容
の
紹

介
シ
リ
ー
ズ
は
、
戦
後
間
な
し
の
時
朝
に
続
々
と
米

国
へ
の
留
学
生
を
送
っ
九
英
文
科
な
ら
で
は
の
ユ
ニ

】
ク
な
企
画
で
、
学
生
た
ち
に
大
き
な
剌
戟
を
与
え

た
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
み
る
と
、
文
学
、
語
学
を
問
わ

ず
、
戦
後
の
英
文
学
科
の
学
問
的
水
準
の
確
立
が
日

を
述
っ
て
高
め
ら
れ
て
ゆ
く
様
が
伺
え
て
ま
こ
と
に

頼
も
し
い
。
だ
が
、
半
而
で
、
戦
前
の
「
主
流
」
に

み
ら
れ
九
、
あ
の
自
由
で
、
貯
違
な
、
ま
さ
し
く

文
学
す
る
」
と
い
う
大
ら
か
な
よ
ろ
こ
び
が
影
を
ひ

そ
め
て
い
っ
九
の
も
事
実
で
、
そ
の
点
い
さ
さ
か
寂

し
い
気
も
す
る
。
「
主
流
」
は
、
研
究
論
文
の
み
で
は

な
く
、
創
作
や
翻
訳
に
今
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
は

わ
゛

ず
だ
。
戦
後
の
「
主
流
」
に
は
、
ご
く
僅
か
な
例
を

除
い
て
、
そ
う
い
っ
た
創
作
活
動
の
航
跡
を
ほ
と
ん

ど
見
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
た
。
今
の
嵳
に
そ

の
面
で
の
票
が
欠
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

そ
の
よ
う
な
動
き
を
近
づ
け
な
い
何
か
が
、
「
主
流
L

と
い
う
雑
誌
そ
の
も
の
の
中
に
出
来
上
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
に
は
少
な

か
ら
ず
寂
し
く
も
の
足
り
な
い
思
い
が
つ
き
ま
と

、
つ
0

と
こ
ろ
で
、
「
主
流
」
最
新
,
万
(
別
冊
・
一
九
七
五
年

九
目
十
六
日
発
行
)
は
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
死
去
さ
れ

た
故
ロ
バ
ー
ト
・
 
H
 
・
グ
ラ
ン
ト
教
授
を
し
の
ぷ
追

悼
号
と
し
て
特
集
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
英
文
科
に

学
ん
だ
者
の
多
く
は
、
あ
の
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
の

ひ
げ髭

と
、
に
こ
や
か
な
童
顔
と
、
そ
し
て
独
特
の
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
,
ン
で
訟
ら
れ
る
グ
ラ
ン
ト
教
授
の
英
語

を
忘
れ
な
い
。
教
授
は
、
一
九
四
七
年
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
派
迅
の
宣
教
師
と
し
て
来
日
、
以
来
二
十

数
年
ボ
リ
英
文
科
の
教
壇
に
立
ち
、
戦
後
の
英
文
科

再
建
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、
多
く
の
人
材
を
育
て
て

ひ
'
と

き
た
。
こ
の
追
悼
ぢ
を
経
く
と
、
そ
う
し
た
グ
ラ
ン

ト
教
授
へ
の
張
の
想
い
と
、
教
授
の
薫
陶
を
得
た

気
鋭
の
学
者
た
ち
の
研
究
意
欲
が
随
所
に
満
ち
て
い

て
、
最
近
の
英
文
科
の
豊
か
な
人
脈
の
一
端
を
垣
間

見
る
感
が
す
る
。

内
容
は
、
巻
頭
に
総
長
上
甥
直
戚
の
「
弔
辞
L
 
を

赴
き
、
続
い
て
迫
憶
の
記
、
論
文
、
そ
し
て
岐
後
に
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グ
ラ
ン
ト
教
授
の
略
歴
と
業
績
一
覧
を
添
え
て
し
め

く
く
っ
て
い
る
。
迫
憶
の
記
は
、
仟
谷
悦
治
、
谷
口

敏
郎
、
太
田
幹
雄
、
高
山
修
、
根
本
加
寿
子
、
 
A

E
 
.
マ
シ
ユ
ー
゛
ス
、
 
E
 
・
 
L
 
・
ヒ
バ
ー
ド
、
フ
ィ
リ

ツ
プ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
諸
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

い
ず
れ
も
生
前
の
教
授
の
業
鎖
と
面
影
を
登
の
前

よ
み
が
丸

に
庭
ら
せ
て
く
れ
る
好
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
0
 
残
り
は

す
べ
て
教
授
に
捧
げ
る
論
文
で
埋
め
ら
れ
、
総
数
十

七
篇
に
の
ぽ
る
。
執
筆
者
は
、
福
田
京
一
、
松
山
信

直
那
須
頼
雅
、
岩
山
太
次
郎
、
近
田
小
一
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
村
田
辰
夫
、
 
B
 
.
 
D

タ
ッ
カ
ー
、
楠
木
美
和
子
、
明
石
紀
雄
、
小
宮
山
博
、

北
垣
宗
治
、
貞
方
敏
郎
、
渥
美
正
平
、
吉
岡
健
一

、

石
黒
昭
博
、
岡
田
妙
の
諸
氏
で
、
い
ず
れ
も
教
授
に

ゆ
か
り
の
弟
子
と
友
人
で
あ
る
。
論
文
は
大
別
す
る

と
、
ア
メ
リ
カ
文
学
関
係
十
篇
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
関

係
二
篤
、
誇
学
お
よ
び
教
授
法
に
関
す
る
も
の
五

篇
と
な
っ
て
い
る
。
個
々
の
論
文
の
紹
介
は
紙
面
の

余
裕
も
な
い
か
ら
差
し
控
え
る
が
、
総
体
的
に
み
て

秋
筆
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中
堅
と
羣
の
研
究
者
で
、

就
中
、
ア
メ
リ
カ
文
学
関
係
が
そ
の
約
半
数
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
志
社
英
文
科
の
、
戦
前

よ
り
と
り
組
ん
で
き
た
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
の
古
い

伝
統
と
実
績
が
、
い
ま
大
き
く
梨
を
開
き
つ
つ
ぁ
る

こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
二
篇
の
イ
ギ
リ
ス

文
学
関
係
の
手
堅
い
実
証
的
研
究
、
実
際
に
則
し
、

し
か
も
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た
語
学
関
係
の
諸
論
文

と
共
に
、
日
頃
の
「
主
流
」
に
登
場
す
る
役
者
達
が

い
か
に
多
彩
で
力
量
豊
か
で
あ
る
か
を
、
こ
の
追
悼

論
文
集
は
そ
の
雛
型
の
よ
う
に
、
よ
く
尓
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
な
お
さ
ら
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
豊
か
な
人
材
の
も
と
で
、
こ
の
「
主

流
」
が
、
文
学
や
語
学
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
す
ぐ

れ
九
創
作
の
才
能
の
登
場
を
も
促
す
足
場
と
な
る
こ

と
が
一
層
望
ま
し
く
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
。
そ
の

時
、
雛
「
主
流
L
 
は
、
本
当
の
意
味
で
の
英
文
科

に
迎
な
る
す
べ
て
の
者
の
<
主
流
>
と
な
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

な
お
、
こ
の
「
グ
ラ
ン
ト
教
授
追
等
」
を
希
望

の
方
は
、
刷
志
社
大
学
英
文
学
会
灸
文
学
科
研
究
室

内
)
に
申
し
込
ま
れ
九
い
0

(
女
子
大
学
教
授
・
石
田
章
)
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